
目的達成のための方策 各部
分掌

取り組みと達成状況 評価
達成度 改　　善　　策 評価

達成度
提言・コメント

研修や授業見学を通して、ＩＣＴ機器の効果的な活用や生徒の学習意欲を高め、探求心が向上
するような授業実践を学ぶ機会を作る。

ＩＣＴ研修や授業力向上セミナーを通して、授業改善について学ぶ機会を作り、授業改善に向
けた雰囲気作りを行うことができた。

授業力改善に取り組む姿勢に個人差があるので、より多くの教員の意識が変わるよう引き続
き、校内研修や授業参観週間の設定等を計画して行きたい。

授業充足率を学期ごとに確認し、授業時数を確保するとともに、相互に学びの深化を促せる
よう教科横断的な取り組みを促進する。

学期ごとに授業充足率を確認することにより、授業時数不足が起こらないよう対応すること
ができたが、教科等横断的な取り組みを活性化させることはできなかった。

資格取得や探究学習において、教科等横断的な取り組みが進むよう意見交換会や勉強会の開
催を企画する。

館内の環境整備に努め、他の図書館との連携を図りながら充実した資料提供を行う。
町立図書館や県内高校との相互貸借を行い、授業に必要な本などを収集することができた。
また、教材研究の資料として、図書館の本を提供することができた。

生徒の進路活動において、さらに図書館を活用してもらいたい。今年度末に新書を多く購入
したので、活用方法を探っていきたい。

広報活動を活発に行い、学習情報センター機能を生徒・教職員へ周知するとともに、積極的な
利用を促す。

毎月図書館だよりを発行することができた。また、今年度は多くの授業で図書館を利用しても
らい、授業がきっかけで本を借りていく生徒も多かった。

生徒が図書館に訪れる機会を増やすことで、自然と貸し出し数も増えるはずである。来年度
は、読書週間のイベントなども検討し、来館者を増やしたい。

関係分掌と連携し、視聴覚関係機器やＩＣＴ機器・教材の準備・提供に努める。 各教員の申し出に応じて、修理などの対応にあたった。 教員が用いる端末については、今年度同様に対応を行っていきたい。

生徒の興味や関心を高めるICT教材作りの支援を行う。 今年度、図書部では教材作りの支援は行わなかった。
授業におけるICT機器の活用については、教務部と連携して図書部としての関わり方を探っ
ていく必要がある。

自己有用感を育成し、相手を思いやる行動ができるよう育む。
　　　　　→寮役員を中心とした組織を形成し、寮生全員が色んな形で寮の運営に関われるよう
な仕組みづくり。

寮役員と他の寮生との温度差があった。 寮生全員が関われるように寮内組織の再構築を実施していく。

他との関わり方や社会人で求められる規範意識の育成を行う。
         →公共物を大切にする意識の醸成、生活ルールを明確化し意識の変容を促す。

一部の生徒で身勝手な行動が目立った。 規範意識、仲間意識が芽生えるように寮のルールの更なる明確化を図る。

上級海技士資格や関連資格の取得へ向けた取り組みを強化する
海技士を意識した授業・試験作成・学習内容の定着に努めた。資格取得希望者を対象とした補
習等を実施し、4級海技士（航海）に１１名が合格した。

資格取得指導に関してデータやスキルを蓄積・共有し、上級海技士受験者数及び合格者数の
増加を目指す。

指導方法の工夫に努め、わかりやすい授業実習を展開する
実際の映像を見せたり、グループワーク等の取り組みを導入し、また互見授業を実施し、指導
方法の工夫に努めた。

教科担任間の連携をさらに強化し、生徒の状況把握、教材研究、情報の共有と更新に努める。

安全を最優先した実習を実践する
安全最優先、法令遵守で事故等もなかった。ガイドラインも洗練し指導要領に則った新たな調
理実習にも取り組んだ。

安全をベースに、更に魅力的な実習を目指し、教員間のアイデアを共有する。

コース内での情報共有を密にし、組織的な学習指導を行う。 エンジニアコース コース内での情報共有を密にしたことで、組織的な学習指導を継続することができた。 Ａ よりコース団結力強化、情報共有の密に務める。

地域のニーズに対応しつつ、生徒・職員数にあった実習計画を立ててそれに沿った実習を行
う。
衛生面の指導の教科・徹底を図ることで、生徒の意識を向上させる実習の様子の記録を撮り、
反省や次の計画に役立てる

食品生産コース
今年度も地元産のバイ貝の味付け缶詰、地元産のトビウオを原料としたアゴだし、ワカメの塩
蔵、神海丸のマグロの缶詰が計画通り実施できた。
衛生面には徹底出来た。

Ａ
地元産の原料が続く限り計画的に実習を行い、新たな地元産の原料があれば取り入れていき
たい。

栽培漁業技術検定など様々な資格取得と各教科の学習内容を関連付けた授業を行うことに
より、生徒の学習への意欲や探求心を高める。

資源生産コース
学習への興味、関心や意欲に個人差が大きく、指導が難しかったが、複数の教科と連携するこ
とにより、資格取得等に取り組ませることができた。 Ａ

生徒の学習への取り組み状況や小テストの成績などの情報を共有することにより、生徒への
効果的な指導ができるようそれぞれの教科担当が工夫する。

教員間の情報を密にし、生徒個々の能力・特性し適切な指導を行う。 専攻科 生徒個々の能力に応じた指導を行い、幅広い専門知識を定着させることができた。 Ａ 上級海技士に意欲的に取り組めるよう、指導体制の強化に努める。

(1) 一人一台端末の利用、対話的な要素、振り返りの要素を取り入れた授業改善に積極的に
取り組み、生徒の学習への動機付けや探究心の向上を促す。
→生徒個々に合わせた学習教材を充実させる。（class roomの活用、授業動画、学習プリン
ト）

各教科担当者の協力もあり、一人一台端末を利用した学習教材は充実しつつある印象を受け
る。各授業でも振り返りの時間の設定や、復習用の教材提示など様々な方面より支援があっ
たように感じる。

生徒個々に合わせた学習教材を充実させる。（class roomの更なる活用、授業動画、学習プ
リント）

(2)基礎的・基本的な「知識・技能」を着実に獲得・定着させながら、それらを社会の様々な場
面でどのように活用できるか、考えさせる。
→ 学びと社会の繋がりを考える学習活動やグループワークをHR活動や学年集会にて実施す
る。（マネーゲーム、生活形成）目標：年3回程度

マネーゲーム、生活形成に係る取り組みについては、学校行事やHR活動の中で中々時間を設
けることが出来なかった。
一方で進路指導部と協働し、進路ガイダンス、インターンシップ事業等をとおして、社会に出て
いく準備となる活動が出来たので、その部分では主体的に自身の進路やこれからを考える
きっかけとして作用した。

学びと社会の繋がりを考える学習活動やグループワークをHR活動や学年集会にて実施検討
する。（３年学年部に課題として引き継ぐ。）

(3)授業での学びを様々な資格取得に関連づけて、相互に学びの深化を促す。
→ 普通科会、水産科会との情報共有を密にし、教科横断型の授業を今以上に実践出来るよう
に、2年学年部発信で共有会を持つ。

教科横断型の授業の実践について協議の場を持つことが出来なかった。専門科目の学びが成
熟し始めた本学期においては、関連する教員に授業での取り組み実践を紹介したり、今後進め
る単元の取り組みなどを個別に伝えることにより、教科横断型の学びに繋がるように教員間
の連携に務めた。

普通科会、水産科会との情報共有を密にし、教科横断型の授業を今以上に実践出来るよう
に、適宜関係者で共有会の機会を設ける。

学年部で情報共有を密にするとともに、2年次に引き続き、学年集会を月に1度実施し、生徒
個人が自ら学びに向かう意識づけを行う。

3年学年部
進路指導部と連携し、学年部での情報共有を行った。進路活動が活発となる9月以降の学年
集会は実施できなかった。 B

学年集会の定期開催に向けて、学年会を定期的に開催し、生徒やクラスの状況把握に努め、時
機に適した指導を実施していく。

きめ細やかな指導を学校の様々な場面で行い、全教職員との連携を図る。また立哨指導の充
実にも取り組む。

声かけの不十分により、週番教職員との連携した立哨指導に取り組めなかった。 より多くの教職員に参加してもらえるよう、継続的な声かけに努める。

定期的なアンケート調査で情報収集・早期発見に努め、関係部署・委員会との連携を密にし情
報把握を行う。

教科パソコンによる調査に変更し効率的な情報収集に努めることができた。 アンケート調査の実施回数を増し、情報収集・早期発見に努める。

生徒主体で各行事等が活性化できるよう、生徒自身が個々の担当を意識して行動できるよう
な指導を行う。

生徒自身が個々の担当に責任を持ち、生徒会行事を積極的に取り組むことができた。 生徒会活動をより活性化できるよう、教員間での連携を図る。

健康観察、健康診断、健康相談、保健室来室状況で生徒の健康課題を把握し、関係者への情報
提供、連携に努め、場合によっては個別指導を実施する。

健康診断の結果、視力が低下している生徒やう歯がある生徒には夏休み中だけでなく年末に
再度、個別に声掛けを行い、受診につなげた。SCのカウンセリングを受けた生徒のうち、２名
は医療機関につなげ、１名は通級指導につなげた。

健康相談等の実施について周知を更に図り、生徒や保護者が自分のこととしてとらえ、相談し
やすい環境を整える。

保健室に来室しない生徒にも情報発信ができるよう、保健だよりの活用や健康教育を計画的
に実施し、生徒が安全安心な学校生活ができるようサポートする。

生徒の健康相談、生徒の健康状態の観察を行い、生徒の状況を把握し、生徒本人や担任、保護
者に対して助言等を行った。寮生で解熱剤の誤った使い方をしている生徒が散見されたた
め、ほけんだよりに薬の飲み方を掲載し掲示し、適切な行動につなげた。また各学年で保健部
企画の講話を企画しているが、多くが３年生の時期に偏っているため、実施時期を見直したい
と考えている。

学校保健計画に沿ったLHRなどを学年を追って計画的に実施し、3年間を通して保健教育が
浸透するように努める

基本的な生活習慣（整理・整頓、挨拶など）を身につけ、自ら考え、行動する姿勢を育てる。
              →生活時程の見直し、寮生一人ひとりが心地よい生活空間を作り上げる。

個人指導、全体指導をおこなっているが、整理整頓などがいまだにできていない生徒がいる。 朝掃除の見直し、部屋点検の方法の見直しをおこなう。

あらゆる教育活動を通じて勤労意識の醸成を行う。
              →寮内清掃を全員で取り組むなど全体で動く体制づくり。

寮内の清掃は、以前より率先しておこなう生徒が増えてきた。 来年は、緑水寮の運用が開始されます。これを機会に物を大切に扱う意識の醸成を育成する。

船舶職員に求められる実務と精神を乗船実習や座学をとおして育成する。 専攻科 神海丸での乗船実習をとおし、船舶職員に必要な資質と精神を育成することができた。 Ｂ 指導教官、神海丸乗組員との情報共有をより詳細にし、指導体制の強化に努める。

各教科担当との情報共有を行い、始業時間の遵守、授業への姿勢、提出物の期限遵守ができ
るようにする

時間の遵守や挨拶については概ね出来ているが、やはり提出物等に関しては提出出来ない者
もいる。

1学期から比較すると自分なりに危機感を持って取り組む生徒も増えて来たが、一方で出来
ていない生徒もいる。全体に言うだけではなく生徒一人一人に個別に根気強く指導していく
ことが最善であろうと思われる。

定期的に挨拶や時間の遵守への意識を互いに確認し、維持向上できるようにする
各教科の係などの声かけで忘れがちな生徒も気がつき、取り組む姿勢が見られるようになっ
た。

学習習慣がつくよう、授業への取り組みや小テストの重要性を認識し、日々取り組むことが出
来るようにする

試験期間の終礼後に行った自習時間によって、勉強に取り組む姿勢を身につけるため一定の
効果があったように思われるが、それが毎日の自宅学習にまでは難しい者もいた

資格取得に向けてなど、わかり易い目標があれば取り組めるがそうでない日常での取り組み
になるとそこまでではない生徒もいる。これも根気強く分かるように話をしながら関わって行
くようにしたい。

(1) 基本的生活習慣を身につけ、よりよい生活や他者との関係性を積極的に作ろうとする態
度を育む。
→生徒が学校や学級の規則や決まり事を理解し、自分達で、規則や規律を遵守出来るように、
自治の重要性に気付く声掛けや行動支援を学年部として実施する。（校則、クラスルール）

基本的な学則を守ろうとする規範意識については、各担任からも適宜指導頂き、概ね良好な
状況である。

一定数何度も継続して同じ指導を受ける生徒もいるので、担任だけに抱え込ませるのではな
く学年部教員や生徒指導部とも今後も協働しながら指導していきたい。

(2)生徒一人ひとりの個性や資質・能力の多面的理解に努め、計画的かつ組織的な生徒指導・
寄宿舎指導等を実践する。
→ 面談や学年部協議などを定期的に実施し、その状況に応じ、他部署の教員とも連携しなが
ら、生徒を客観的に理解し、その情報を共有出来る下地を整備する。（生徒―教員―保護者と
の連携を強化）

担任の面談や、学年部の関わる教員による寮や部活動などでの行動分析などから比較的生徒
理解が出来ている学年部である。ただ、その共有の部分においては、偏りがあるので、生徒行
動シートを作成し、幅広い情報を共有できるソフトを作成し、情報共有会の資料などに活用し
た。

生徒が学校や学級の規則や決まり事を理解し、自分達で、規則や規律を遵守出来るように、自
治の重要性に気付く声掛けや行動支援を継続して学年部単位で実施する。（校則、クラスルー
ル）
面談や学年部協議などを定期的に実施し、その状況に応じ、他部署の教員とも連携しながら、
生徒を客観的に理解し、その情報を共有出来る下地を整備する。（生徒―教員―保護者との連
携を強化）

(3) 特別活動（学級・生徒会・学校行事）や部活動等の学びの場におい　て、他者との関係性の
中の自分を見つめ、自己理解が深まるよう促す。　　→生徒一人ひとりにそれぞれ役割を選択
させ、責任を持って行動する機会を増やす。

体育祭役員、生徒会役員、クラス役員など与えられた役割をこなすことで勤労感や責任感、引
いては社会で生きるための「智慧」さらに磨いてほしい。今後も役割を増やし、あえて失敗も
経験出来るような環境を教員側で設定し、困難に直面させる機会も設けたらいいと考える。

生徒一人ひとりにそれぞれ役割を選択させ、責任を持って行動する機会を更に増やす。

最上級学年として、クラスや学年の枠を越え、学校全体を巻き込めるような学校行事を主体的
に取り組めるよう支援する。

3年学年部
学年集会や、HR指導で継続的に声がけを行った。年間をとおして学校行事に非常に意欲的に
取り組める学年となった。 A 日常的に前向きな声がけを重視し、学校生活に主体的に取り組めるよう、支援する。

①インターンシップ事業の実施　→職業観や勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付け
させる。
②ガイダンス事業の充実　→海運系・漁業系事業所、本校OB現役船乗りのガイダンスや、オン
ラインでのキャリア教育を積極的に実施。
　　　　　　　　　　　　　　　　 →本校OBや水産系高校出身者で水産・海洋系大学在学者とのガイ
ダンスを実施。（近畿大学・東京農業大学・鹿児島大学・福山大学OBと連携）
③各関連機関との連携強化　→ハローワーク、行政（役場、県）、企業、大学、専門学校との情報
交換・協働事業の展開

①　2年生を対象に、学年部と協力して20社を超える企業と連携し、4日間のインターンシッ
プを実施した。日程を前後半に分けることでそれぞれが2か所の事業所での職務を体験でき
るようにした。複数の事業所を体験することで、事業所を比較したり、事業所の方と交流する
ことで、職業感の醸成につながったと考える。

②　内航海運組合・内航タンカー組合・大日本水産会と連携し、船舶・漁業系就職に関するガイ
ダンスを実施した。角谷食品と連携し、食品業界・会社経営に関するガイダンスを実施した。錦
海化成と連携し、養殖関連業界に関するガイダンスを実施した。自衛隊・警察・保安庁と連携
し、島内の公安職公務員に関するガイダンスを実施した。本校OBによるガイダンスは実施で
きなかった。また、個別のガイダンスとして大学教授や進学担当者、就職希望企業とのオンラ
イン面談も実施した。

③　ハローワークや、教育指導課就職担当指導主事など関係する機関と情報共有を密にする
ことが出来た。
企業とは協働授業を実施し、生徒のキャリア指導や仕事をしていく上での安全意識向上に資
する事業も展開出来たことは大きな成果だった。
今後は高大連携事業などを、とおして生徒のキャリアの幅をさらに広げるような取り組みも必
要。

①　実施に際して、協力企業への依頼に時間がかかったため学年部への情報共有が遅くなっ
てしまった。また、履歴書指導等の期日も短くなった。今後は早めの企業訪問等を実施し計画
的に実施できるように改善したいと考える。

②　企業からのガイダンスの依頼が多く授業時数を圧迫しかねない状況となっているため、希
望生徒を対象として放課後でのガイダンスの実施を増やすことを検討していきたいと考える。

③　課題研究などをとおしての高大連携の形を模索し、生徒の進路選択の幅を増やす取り組
みなどを負担にならない程度で検討したい。
今後も適宜、ハローワークや県教委の窓口と連携を取りながら、生徒の進路活動の充実を
図っていきたい。

①四者面談（生徒、保護者、担任、進路指導部教員）の実施　→適切な情報開示、本人の適性に
沿った進路情報の提示
②進学者向け説明会の実施（生徒・保護者）　→オンライン説明会を実施（動画公開とし、幅広
く情報共有する。）
③適切な時期の進路検討委員会の開催　→客観的視点での進路指導を実践するために、適切
な時期に進路検討委員会を開催し、幅広い視点で生徒の進路活動をサポート

①　関係者で現状説明と今後の動き出しの確認が出来たことは非常に良かった。
相互間の認識のズレ等が解消したことによって、生徒自身も心理的にも少し余裕が生まれ、進
路意識の更なる高揚に繋げることが出来た。
一方で、保護者と生徒が進路について事前に共有しきれていない事例もあった。時期なども
含めたり、４者面談の趣旨などを早めに伝える必要性を感じた。

②　大学・専門学校等の入試のしくみを理解することを目的とした説明会を計画し、６月下旬
に生徒・保護者に向けて実施した（１・２年生はLHRを使用、３年は進学希望者のみ別途実施、
保護者はZOOMにて実施）。保護者は８名の参加があり、初の開催としては意義があったと感
じる。

③　生徒、担任をサポートするという点においても適切な時期に進路検討委員会を開催する
ことが出来た。
校内の多くの教員に参加してもらい、様々な観点で生徒の進路希望に対して、支援体制を強
化する助言を頂いた。

①　４者面談に至るまでに、多角的な視点より生徒-保護者において進路希望の共有を事前に
図ってもらい、４者面談の際に、更に具体化した内容やスケジュールの確認などに多くの時間
を割くため、早めの準備や生徒への促しを強化していきたい。

②　一度の説明では深い理解に到達できないことと、特に１・２年生は生徒保護者含めて実施
時期が早かったことが反省点として挙げられる。
３年生と１・２年生で実施時期をずらすことを改善点とする。
また、奨学金等についての話も今後必要になると考える。

③　今年度の反省を踏まえて、２年次にも進路状況の共有会の実施、見通しをもった進路活動
に移行できるように、フローチャートなどを作成し、より良い活動の支援に努めたい。

①水産・海洋業界の次世代を担う人材を増やす
　→更に高度な学びに向かう環境を整備（進学指導の在り方を検証し、新たな指導体制を整備
する。）
　→漁業従事者の育成、地域に必要とされる海のプロフェッショナルを育てる活動を実施。
（積極的な漁業従事者へのインターンシップ→担い手育成事業の活用）
②進学・就職活動に向け、基礎学力の定着、学びを習慣化する取り組みを実践
　→定期的な進学系・就職系模試の実施（実力診断テスト、進学模試、小論文テスト、公務員模
試、SPIテスト）
　→学習の習慣化進路指導と連携しながら学びに向かうように学習活動の習慣化を意識する
取り組みを実施する。　（ベネッセ：マナトレ導入予定）
③情報の積極的な収集　→積極的に希望大学や希望する業種の就職先を訪問して情報を収
集し、希望生徒の進路実現に向けての材料を収集

①　進学指導については、個々の進路先や生徒自身の学校生活における活動の優先順位の関
係もあり、一斉指導が不向きであるので、改善に向けて関係する教員で協議し、個別指導の方
向性にシフトした。教員の負担は増えるが、個々の進捗に合わせて指導できるため個別最適な
進学指導となった。
漁業従事者の育成においては、担い手育成事業の活用や各種ガイダンス、地元巻き網事業所
の協力もあり、今年度は２名の島外生徒が漁師として隠岐島内に就職が内定した。今後も継
続した取組みを積極的に推進したい。

②　下記記載の模試は計画通り実施することができた。
実力診断テスト・SPI模擬試験・公務員模試(希望者のみ)
マナトレは未実施。

進学希望者を対象に補習を実施。１学期は３年生（時間指定の講座型）、２学期は１・２年生（自
由補習型）。生徒のモチベーション維持に苦慮した。１学期と２学期で補習形態を変えている
が、どちらも一長一短という印象である。

③　今年度進学先、企業訪問などは、予算の関係上訪問することが出来なかった。
一方で、各校、各企業の入試・採用担当者が本校を訪問して頂いた際に、求める生徒像や試験
や採用後のキャリアプランなど多くの情報共有が出来た。

①　積極的に、摸試やAIを用いた小論文添削指導などの活用、水産・海洋系に特化した入試選
抜の攻略のための指導含め、大学等進学希望の生徒の学力向上と学習意欲の高揚に関係教
員一丸となって指導する体制を更に強化する。
今後も地元巻き網事業所等と協働し、ガイダンスの実施や担い手育成事業の活用含めて幅広
く漁業従事者育成に繋がる基盤整備を実施したい。（個別の漁師体験、課題研究での連携な
ど）

②　模試は学力等の現状把握という視点では意味を持つが、総合型選抜や推薦型選抜で受験
をする生徒がほとんどという現状を考えると、小論文模試や探究活動により注力をした方が
良いかもしれない。
また基礎学力向上をはかるために、舎務部や普通科教員と連携して、マナトレを導入すること
も考える必要がある。

補習は希望する生徒たちの特性を考慮した形づくりが必要だと考える。

③　進路ポータル整備により収集した情報の生徒への共有は早まった。
次年度は更なる情報収集や卒業生の動向調査、学校訪問、企業訪問を計画し、実行に移して
いきたい。

担任や教科担当、その他関係部署と連携を密に取り、生徒の情報把握・共有に努める。
スクールカウンセラーや養護教諭、教育相談、担任等と情報交換を行い、生徒の状況把握に務
めた。知り得た情報について管理職や関係するところと連携して生徒と関わることができた。

複数の教員らで相談し合いながら情報の共有をはかり、組織的に対応していけるようにする。

スクールカウンセラーや特別支援学校のセンター的機能、合理的配慮アドバイザーの効果的な
活用に努める。

スクールカウンセラーとの面談を行ったらいいのではないかと思われる生徒に対して声かけ
をし、面談を行い、生徒の状況把握をする事ができた。また、生徒自身も面談で自分の状況を
客観的に捉え、良い方向へ考えることが出来ている。

SCとの面談に希望等があれば保護者も参加してもらい、学校と家庭で連携して生徒に対応し
ていけるようにしていきたい。

地域の水産業体験や漁業者との交流をはかる
多くの生徒が巻き網漁業をを体験することが出来た。２名の生徒が島内の巻き網漁業船団に
内定することができた

巻き網体験を今後も継続できるよう検討する。安全対策については再度見直し等を行う。

水産・海洋関連産業に興味・関心を植え付ける実習を展開する
教員の経験、技術、知識を活用した実習内容を実施した。水産・海洋関連産業に興味を持つ実
習を展開できた。

教科横断的な実習を検討し、より魅力的な実習となるよう改善する。結果の出た実習は継続、
見直しも検討する。

進路指導部と連携を密にし、進路課委託・情報収集に努める。 専攻科 進路指導からの迅速・詳細な情報共有を受け、希望する進路先に内定することができた。 Ａ 1年次から進路希望調査を実施し、進路指導部と情報共有の維持・向上に努める。

進路に対する意識を早めに醸成する
（１）本校で取得可能な資格を示し、受験に向けて取り組む　　　　（２）資格と就職を具体的に結
びつけてガイダンス等を行う

１年学年部 進路指導部からの様々な提案で職業に対しての意識が具体的になっていると思われる。しか
しそれに伴う行動がまだ不十分な所もあるので、行動が伴うようにしていきたい。 A

資格試験などへ向かう姿勢は見られたが、合格に届くまでの努力の量が満たない生徒もい
た。徐々に今の自分の努力量ではまだ足りないという意識が出来ているので、目標に向かっ
て確実に取り組めるよう、声かけなど行っていく。

本校に在学する目的を意識させ、目的を見据えた日々の学校生活に取り組めるよう支援す
る。

個別の進路指導、資格補習等をとおして、多くの生徒が日々の学校生活に意欲的に取り組ん
でいた。

本校での学びをはじめとする活動を振り返る機会を作り、改めて目標を立てさせたり、目標達
成への手順を考えさせる取り組みを行う。

生徒と保護者、学年部、進路指導部が共通認識を持てるよう、進路希望状況や進路スケジュー
ル等について情報共有を行う。

進路希望状況や進路スケジュールについては生徒からの進路希望先やスケジュールについて
の相談があった場合、進路指導部会や職員朝礼、保護者面談をとおして情報共有を行った。

Ａ 情報共有については今後も継続して密に行っていく。

進路希望の主体的な決定を促し、個別指導、集団指導等により希望進路に応じた指導を行う。
進路希望の決定に際しては、生徒自身の主体的な活動を促した。希望先が決定した生徒につ
いては適宜進路スケジュールの確認と対策を個別に実施した。

自己決定するために必要な知識が不足していると考えられる生徒も見受けられたため、今後
キャリア教育を増やすなどの取り組みが必要であると考える。

校内安全点検,環境衛生基準検査を確実に実施し、安心、安全な環境改善に努める。 安全点検を学期ごとに行ったが、環境改善に対してスムースに対応が難しかった。
経費の問題もあり、なかなか思うように進めることが出来なかったが毎年少しずつでも改善
していきたい。

清掃、美化活動に生徒が主体的に取り組めるように用具の確認と補充を行う。
掃除用具等予算の関係で希望通りにいかないことも多く、先生方の協力のおかげで環境美化
に努めることができた。

掃除担当場所でも先生方に負担をおかけしている。なにかいい案があればお知らせいただ
き、改善していきたい。

人権教育ＬＨＲ等の計画を行い、広く生徒の人権意識を高める。また、同和問題を自らの問題
としてとらえられるように働きかける。

各学年で毎学期、人権教育LHR（講演会を含む）を計画し実施することができた。ただし、例年
ほぼ同じ内容を扱っているため、社会の情勢に合わせながら題材を変えたりリニューアルした
方が良い。また、同和問題についてLHRで取り上げることができなかったため、３年間の中で
１回は同和問題の題材を入れる、もしくは社会科と連携して授業のなかで扱ってもらう等の対
応をしていく必要がある。

生徒たちの人権課題や社会の状況に沿った題材の収集と学年部・社会科との連携を密にし、
生徒の人権意識・同和問題に対する理解等を深めていきたい。

人権的素養および道徳的素養を身につけさせるために、日頃の教育活動に加えて講演会など
を計画・実施する。

今年度も人権教育講演会（LGBTQ・自己の在り方について）を隠岐地区の各校と連携し実施
することができた。講演の内容も良く、生徒もきちんと話を聴きグループワーク等にも熱心に
取り組んでいたため、来年度以降も継続していきたい。ただし、授業時数の観点から方法につ
いては検討の余地がある。

講演会の時間帯ややり方（対面・オンライン等）について、他校と連携しながら確定していく。

保護具の点検・着用を徹底するとともに、使用前の工具類・機械類の安全確認を行う。 エンジニアコース 危険箇所とその確認方法について意識させ、安全な実習を実施することができた。 Ａ 実習に関わる全ての場と機器類において、危険箇所の早期発見・対応を徹底する。

来校者、電話応対等の丁寧な接遇を心掛け、学校のイメージアップに努める。
学校へアクセスする側が、まずは事務職員へ電話、来校することを強く意識し、
特に電話では相手が見えないという特性を意識・心構えでいた。

日々の業務、職務執行で職員が互いによい対応、よくなった対応を朝礼、終礼等の機会に伝
達する時間をもつ。

施設、設備修繕は、迅速な対応に努める。　老朽施設、設備改修の早期実施のための働きかけ
に努める。

発見都度、県ビルメンテナンス協同組合構成員へ修繕依頼を行えた。早期修繕につながるよう
教育施設課へ状況写真、予算令達依頼を行えた。

施設、設備は特定の職員に偏りがちであるので、すべての事務職員に同じ事務が執行できる
よう、仕組みを構築する。

経費縮減（光熱水費、燃料費等）は、学校全体で取り組む。　四半期に一回程度、状況報告等に
よる共有を行う。

学校全体で共有するような意識はあったが、四半期ごとにはできていなかった。
限りのある予算を、旅費を含めてどのように分配できるか、全員へ周知・共有していきたい。
会議資料を作る、という固定的な観念でなく、メールで簡易に伝達するようにする。

学校行事や職員会議の円滑な運営を行うために、状況に応じた学校行事を考え立案する。
改善点は柔軟に対応し、全職員、保護者に周知する。また、反省を行いできることは反映させ
る。

多くの先生方の協力を得て、今年度も予定していた学校行事を実施することができた。ウイル
ス感染症をふまえて、学校行事などを立案し、急遽の変更等もあったが対応した。学校行事の
改善点は柔軟に対応し、時代に沿ったものへと少しずつ変更している。保護者にはホームペー
ジで行事周知をしている。

まずは、必要な行事はしっかりと計画し、確実に開催できるようにする。学校行事の精選を学
校だけでなく、保護者の意見をふまえて検討する。（全隠岐カッターレースか校内カッターレー
スなのかなど）できるところから検討していきたい。ＨＰとＰＴＡ便りを検討していく。

学校行事の推進に努め、各行事において、感染症の状況をふまえながらできるかぎり、ＰＴＡ
や地域の方々の積極的な参加ができるように企画し、学校の情報発信に努める。

ウイルス感染症をふまえて、ＰＴＡ、地域の方の参加を考えた。情報発信についてはＰＴＡだより
を５回発行予定だったが、１回の内容を増量したため４回発行予定である。全隠岐カッター
レース大会でのPTAチーム出場や校内マラソン大会での豚汁提供など、学校行事における
PTA参加、体育祭や課題研究発表会などの行事において、地域の方々やPTAの参観ができ
た。情報発信については、HPで行事予定を掲載しているが、「わかりにくい」との指摘を受け
ることがあり、情報発信の方法や行事予定の周知不足など課題はまだある。

保護者への伝達が不十分だとの声があるため、ＰＴＡ便りなどで「まメール」などの登録を呼び
かけたり、ＱＲコードをつかって行事を知ることが出来るなどＰＴＡ便りをもう少し情報発信出
来る内容に出来ないか検討する。ＰＴＡ便りなどのペーパーレスの方法も検討したい。体育祭
や課題研究発表会のような対外向けに実施する行事については、生徒を通じて保護者に参観
の案内を出しているが、実施細案が決まった段階で、実施日や時間などの簡単な案内ををHP
上で連絡できないか検討する。

オープンスクールで隠岐水産高校の情報発信をする。学校案内、隠岐水カレンダー、隠岐水ク
リアファイルなどでアピールする。隠岐管内の学校に情報発信する。小学校の遠足対応、中学
校の学校説明会など要望があれば可能な限り応える。時宜に対応したＰＴＡたよりを発行す
る。行事写真などの情報収集、管理をし掲示を使う。

キャラクターを使って学校アピールをした。オープンスクールやカレンダー等の配布物、PTA
だよりなどで積極的な情報発信を行うことができた。また、小中学校からの要望にも応え、遠
足対応などを積極的におこなった。行事写真についても収集・管理を行い、校内掲示やHP掲
載をおこなった。オープンスクールは回数が多く職員に負担をかけているが、実施する意味を
説明し何とか継続している。

生徒募集のために、オープンスクールは今までどおり行う。また、隠岐水産高校の情報発信と
して、島内施設の体験受け入れは可能な限り行う。隠岐水情報発信に必要なものを充実させ
る。オープンスクールにおいては、島内中学校の生徒だけでなく、教員に対しても魅力をア
ピールすることも検討したい。

オンライン説明会や学校見学、体験学習等が円滑に行えるよう関係部署と連携を密にし、教員
配置や時間割の調整等で協力する。

教務部 小学生や保育園児の体験学習や遠足などが円滑に行えるよう教員配置や時間割調整等で協
力することができた。 Ａ 天候などによる急な変更にも対応できるよう関係部署との事前打ち合わせ等を密に行う。

実習内容を記録し、コース通信等、積極的な情報発信を行う。 海洋テクノコース 実習内容の記録、校内掲示、またはHP上に掲載した。学校紹介動画には多くを提案し撮影を
行った。 A

HP上での発信や校内掲示に重点を置き、できる限り頻繁に更新するよう努める。HPにおい
ては、学年により担当教員で分業する。

企業・施設などと連携した設備製作を行う。 エンジニアコース 生徒からの建設的な意見が多数出たことで、地域の課題解決に取り組むことができた。 Ａ 計画性を持って積極的に地域に貢献し、魅力ある教育活動の情報発信に努める。

小中学校、養護学校との交流学習や出前授業を行う。実習製品の地域への販売による学校の
ＰＲを行う。
地域産業界との連携を図る（大学、商工会、業者、漁協等）。実習の原料をなるべく地元のもの
を使い、地産地消を目指す

養護学校との交流実習は、コロナ前の形で行うことができた。また、養護まつりで養護学校で
の缶詰販売も実施した。地元商店での販売実習も実施できた。今年度の地元産原料として、バ
イ貝、トビウオ、神海丸のマグロ、ワカメを使用した製品を作った。

次年度も積極的小・中学校や養護学校と交流していきたい。

隠岐の島の特産品となる製品を開発する。本年度も昨年度に引き続き隠岐産イチゴを使った
ジャムの試作を行う予定。水産物についても同じく新製品若しくは以前製造していた製品の
復活を試みる。

本年度も地元のイチゴジャムを試作した．昨年よりかなり缶数も増えた（200缶あまり）生産
者と来年度も引き続き特産品になるように続けていく予定。

次年度は、更にイチゴを多く確保し、特産品として販売できる形にしたい。

隠岐支庁水産局、役場、地元漁業者、島根大学等と連携し、地域の問題を発見し、解決方法を
模索する。

地元漁業者や隠岐支庁水産局等と連携し、ワカメの種苗生産やキジハタの中間育成、ナマコ
の放流などを行うことができた。

隠岐支庁水産局や水産試験場等との連携を強化し、地域の課題を共に考える機会を作る。

小学生、園児などの施設見学や学習活動を通して、資源生産コースの魅力を発信する。
小学生や園児などにタッチプールや餌やり体験を行うことにより、海洋生物への興味・関心を
高め、資源生産コースの魅力をアピールすることができた。

小学生や園児に、より海洋生物に対する興味を高めてもらえるような体験メニューを新たに
考案する。

資源生産コース

Ａ

食品生産コース

事務部

5

B

進路指導部

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

B

人権・同和
教育部

３年学年部

保健部

A

A

総務部

4

人権教
育、道徳
教育、特
別支援教
育を根底
に据えた
教育活動
の推進す
る

①校内組織および支援体制を充
実し、安心・安全な学びの環境を
整える。

② あらゆる教育活動をとおし、
人権意識と共生意識を育み、社
会性を身につけさせる。

③生徒個々の特性・状況把握に
努め、保護者や特別支援学校等
と連携した取り組みを行う。

保健部

① 学校生活と社会生活、将来の
夢と学業を結びつけることによ
り、児童生徒の学習意欲を喚起
する。

② 生徒・保護者・教員が現状を
正しく認識し、必要な情報の収
集・共有を行う。

③ 水産・海洋関連産業の就職お
よび水産・海洋系大学等への進
学を支援する学校体制の推進を
図る。

生徒の
キャリア
形成に必
要な能
力・態度
を育て、
進路希望
実現を図
る

3

海洋テクノコース

Ｂ

B

生徒指導部

A

2

予測が困
難んな社
会を生き
抜くため
に必要な
資質・能
力の育成
を促す

① 基本的生活習慣を身に付け、
よりよい生活や他者との関係性
を積極的に作ろうとする態度を
育む。

② 生徒一人ひとりの個性や資
質・能力の多面的理解に努め、計
画的かつ組織的な生徒指導・寄
宿舎指導等を実践する。

③ 特別活動（学級・生徒会・学校
行事）や部活動等の学びの場に
おいて、他者との関係性の中の
自分を見つめ、自己理解が深ま
るよう促す。

2年学年部

1年学年部

舎務部 B

Ｂ

保健部

1

生徒が自
ら意欲的
に取り組
み、学び、
伸びてい
く集団づ
くりに取
り組む

① 一人一台端末の利用、対話的
な要素、振り返りの要素を取り
入れた授業改善に積極的に取り
組み、生徒の学習への動機付け
や探究心の向上を促す。

② 基礎・基本的な「知識・技能」
を着実に獲得・定着させながら、
それらを社会の様々な場面でど
のように活用できるか、考えさ
せる。

③ 授業での学びを様々な資格
取得に関連付けて、相互に学び
の深化を促す。

教務部

A

B

A

舎務部

2年学年部

外部評価

令和６年度　　学　校　評　価　報　告　書　（島根県立隠岐水産高等学校）

●低い評価の声を活かし、改善につ
なげるとよい。

●寮生の生活指導を通して、規範意
識や自己有用感の育成に力をいれて
いる状況がよく分かる評価報告であ
り、教科指導においても各科・コース
で特色ある授業や実習に取組んでお
り、高く評価する。

●基本的生活習慣を身に付けさせる
ためには、根気と粘り強い指導が必
要とされる。

●舎務部教員の寮生に対する生活指
導や生徒指導部教員の努力に敬意を
表している。

●卒業生の指導状況や資格取得の状
況等を見ると、水産・海洋の専門高校
としての役割を十分果たしている。

●地域や行政と連携した実習や地域
貢献を行っていることは高く評価す
る。

●小中学校との連携にも力を入れて
いることが分かる。隠岐の島町の課
題解決につながる活動を継続して行
くことを期待している。

A

B

A

Ａ

① 地域や行政との連携をより一
層深め、地域に貢献する積極的
な活動を推進する。

② 魅力ある教育活動を積極的
に情報発信し、生徒募集に努め
る。

③ 学校の持つ教育資源を積極
的に活用する取り組みを推進す
る。

日本の水
産・海洋
教育を担
う学校と
して、魅
力と活力
ある学校
づくりを
推進す
る。

海洋テクノコース

評価計画 自己評価

Ａ

図書部

重点努力目標

Ｂ

１．真理と正義を愛せよ

２．勤労と責任を重んぜよ

３．心身ともに、たくましく鍛えよ

校訓
１．水産・海洋教育をとおして、豊かな人間性と人格の形成を図り、地域社会に貢献できる人材を育成する。

２．水産・海洋関連産業に関する、専門的知識と技術を身につけた人材を育成する。

３．心身ともにたくましく鍛える教育活動を実践し、勤労意欲、責任感、正義感の旺盛な人材を育成する。

教育目標 目指す学校像
 県内（隠岐島内）の生徒を大切にしつつ、

全国から生徒を受け入れ切磋琢磨する全国
区の高等学校へ！

【評　価】　　A：十分達成できた　　　Ｂ：概ね達成できた　　　　Ｃ：やや不十分だった　　　　Ｄ：全く不十分で達成できなかった　　　　Ｅ：わからない（評価できない）


